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地域貢献事業研究費 2013 年度募集要項 
 
保健福祉実践開発研究センター｢地域貢献事業研究費｣について、下記の要領で研究計画を募集します。 
 
1. 基本方針 
 保健福祉実践開発研究センターの柱のひとつである「保健医療福祉分野に係るすべての人たちと
の共同研究・事業」を推進し、共同で課題解決を図るために、本学周辺地域の保健医療福祉分野に
貢献する研究を対象とした事業研究費を募集します。 
 
 
2. 対象となる研究および事業研究費の金額 
 
本学周辺地域の保健医療福祉の向上を目的とし、 
Ａ：地域の保健医療福祉の実践現場と共同で行う研究 
Ｂ：地域との基盤作りとしての事業に関する共同研究 
 
・実習先・就職先施設等と連携した研究であればなお望ましい。 
・研究費の配分総額
．．
は 130 万円、1件当たり最大 40 万円です(共同研究費とは上限額が異なります)。
なお、地域貢献事業研究費の総額は、並行して募集する共同研究費の申請状況も考慮し、大学全
体の研究費予算の枠内で柔軟に対応していきます。 
（配分総額は、2013 年度予算決定をもって確定しますので、変わる可能性があります） 
・配分対象の経費および単価基準は、「共同研究費取り扱い要領」の「７．申請できる経費」に準
じますのでご確認ください。要領と異なる取り扱いを希望する場合は、その理由と算出根拠を記
載してください。 
・限られた予算を有効に配分するため、既に研究室に備えられているパソコン、プリンター、総務
部で貸出をしているデジカメ、ビデオカメラ、IC レコーダー等の申請はできるだけご遠慮くださ
い。特別な事情により申請をする場合は、計画書に申請理由を添付してください。 
 
 
3. 対象期間 
  2013 年 4 月 1 月～2014 年 3 月 31 日 
 
 
4. 研究成果の提出 
・研究代表者は、研究期間内における研究課題の成果を取りまとめ、研究成果報告書を 2014 年 6
月末日までに保健福祉実践開発研究センターに提出してください。 
・研究代表者は、保健福祉実践開発研究センターが企画する報告会等で発表する義務を負います。 
 
 
5. 審査の方法 
 保健福祉実践開発研究センターは、配分案を検討するにあたり、申請された計画書に対して以下
の項目を目安にして審査をします（Ａ・Ｂそれぞれ 15 点満点。絶対評価）。 
項 目 Ａ Ｂ 
(1-Ａ)本学周辺地域の保健医療福祉の向上にどのように貢献できるか ＜5点満点＞ ○ ― 
(1-Ｂ)本件が地域との基盤作り等である場合の将来展望 ＜5点満点＞ ― ○ 
( 2 )研究計画・方法の妥当性 ＜5点満点＞ ○ ○ 
( 3 )申請経費の妥当性 ＜5点満点＞ ○ ○ 
 
２．
当センターでは、専門職向けの講座を「公開セミナー」、一般の方向けの講座を「公開講座」として
毎年度開催しています。公開セミナーは本学教育の特徴である「IPW（専門職連携）」と「リーダーシッ
プ」をテーマとし、公開講座は時勢やニーズに合わせたテーマを年度ごとに設定しています。2013 年度
公開講座は「発達障がい」と「健康長寿」をテーマに実施しました。 
 
 
１）公開セミナー① リーダーシップに関する公開セミナー 
（１）概要 
タイトル：「介護事業とリーダーシップ ～何のために、何を目指して～」 
日時：2013 年 7 月 20 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 
講師：高橋 義孝 氏（株式会社ケアクオリティ 代表取締役社長） 
対象：保健医療福祉の専門職者他 
参加者：定員 200 名  参加 135 名    申込 155 名 
アンケート回収：115 件 
 
 
 
福祉の専門職・・・介護福祉士 16 名、施設管理者 6名、介護支援専門員 3名、 
         相談員 2名他 
医療の専門職・・・看護師 6名、理学療法士 5名、作業療法士 2名、臨床工学技士 2名他 
行政、雇用、保健の専門職・・・大学所属 1名、訪問看護師 1名、保健事業主 1名他 
 
（３）アンケート結果 
設問 1.  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「リーダーとなって日が浅く、今後、どのように現場を運営していくべきか悩んでいたから」、
「リーダーとして働く上でどのように意識を持てばよいか学びたかったから」など、職場で新た
にリーダー的な立場となったが、どの様に取り組んでいったら良いのかヒントを得たくて参加し
た方、また「リーダーシップについて学び、仕事場で少しでも実践できたらと思ったから」、「今
後、自分がどのように仕事に取り組めばよいのか参考にしたかった」など、職場で役立てたいと
いう方々の声が全体の半数を占めました。 
公開セミナー・公開講座  
（２）参加者職業内訳（合計 135 名） 
福祉
空欄その他
保健・雇
用・行政
64%
医療
25%
1%
2%
7%
3
■ 保健福祉実践開発研究センター 年報　第5号（2013）
 設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
50％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答しました。「リーダーに必要なことを
知ることができた。明日から活かしていきたい」、「リーダーとしての立ち位置が分かった」、「自分
の方向性を見直すことができた」など、職場で実践的に役立つヒントを得たとの回答が見られたほ
か、「リーダーシップ論を具体的に聞けたことは良かったが、自分がどう生かしていけるのかが不
透明である」、「もっと事例を多く聞きたかった」などの声もいただきました。 
 
設問 4  今回の講座の感想 
 「実際に事業を手掛けている講師の話は理解しやすかった」、「体験談などを交えて聞きやすかっ
た」、「価値観・信念が明確に伝わってきた」など、先生の講義内容が素晴らしかったこと、また「考
えの視野が広がった」、「今後、仕事の中で活かしていけるものを学ぶことが出来て大変良かった」、
「自分の出来るリーダーシップの方向性のヒントをいただけた」など、多くのことを学び取ってい
ただけた様子が伺えました。最後に行われた講師の先生によるサックス演奏についても「大変すば
らしかった」「演奏を聴いて心が洗われた」など、楽しんでいただけた様子が伺えました。 
 
 
２）公開セミナー② IPW（専門職連携）に関する公開セミナー 
（１）概要 
タイトル：「多職種連携により認知症・地域包括ケアの困難事例に立ち向かう」 
日  時：2013 年 12 月 14 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分 
講  師：遠藤 英俊 氏（国立長寿医療研究センター 内科総合診療部長） 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ：下山 久之 氏（同朋大学社会福祉学部 准教授）【社会福祉士】 
小島 千枝子（本学リハビリテーション学部言語聴覚学科 教授）【言語聴覚士】 
矢倉 千昭（本学リハビリテーション学部理学療法学科 准教授）【理学療法士】 
野田 由佳里（本学社会福祉学部介護福祉学科 准教授）【介護福祉士】 
山本 要子（本学看護学部 準教員）【看護師】 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：梅本 充子（本学看護学部 准教授） 
対象：保健、医療、福祉、心理、保育、教育、リハビリテーション、雇用、行政などの専門職者 
定員：200 名  参加：101 名    申込：123 名 
アンケート回収：83 件  
  
（２）参加者職業内訳（合計 101 名） 
 
 
 
 
 
 
福祉の専門職・・・介護支援専門員・介護福祉士 16 名、 
ケアマネージャー3名、 
社会福祉士 2名、相談員 2名他 
 
医療の専門職・・・看護師 14 名、理学療法士 1名、 
作業療法士 4名、言語聴覚士 1名、 
医療ソーシャルワーカー1名、 
歯科衛生士 1名他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）アンケート結果 
設問 1  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「多職種連携について、どのような問題があるのか、また、どのように乗り越えていけばよいの
かを学びたかった」、「多職種連携の具体的な方法を学びたかった」など、4割近い方が“多職種連
携”に強い関心を持って参加されたことが分かりました。また、「訪問介護サービス事業者として、
困難事例に対処する方法、経験談などを参考にしたかった」、「今後も増えると思われる認知症のケ
アについて学習するため」など、事例から具体的な方法を学んで職場に活かしたいと考えて参加さ
れた方が多いことも伺えました。 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
51％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答されました。「シンポジウムで各職
種の立場から、現実的かつ論理的な意見を聞くことができた」、「多職種連携を進めていくために
必要なことが具体的に分かったことで、今、自分に足りていない点に気付くことができた」、「シ
ンポジウムを通して、専門職のそれぞれの立場から利用者（患者）へのアプローチが違うので、
それぞれの専門職の理解に努めながら話し合う姿勢が参考になった」という声が挙がりました。 
 
設問 4  今回の講座の感想 
アンケートの感想では、「遠藤先生のお話がとてもおもしろくて、楽しんで学ぶことができまし
た」、「連携についての概念を整理できたことが良かった」など、先生の講義内容が素晴らしかった
こと、また「多職種の方々の各々の立場からの意見が伺えよい学習ができた」、「シンポジウム事例
を使ってそれぞれの職種の意見や気付きが聞けて大変勉強になった」など、多職種連携について多
くのことを学び取ってもらえた様子が伺えました。 
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 設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
50％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答しました。「リーダーに必要なことを
知ることができた。明日から活かしていきたい」、「リーダーとしての立ち位置が分かった」、「自分
の方向性を見直すことができた」など、職場で実践的に役立つヒントを得たとの回答が見られたほ
か、「リーダーシップ論を具体的に聞けたことは良かったが、自分がどう生かしていけるのかが不
透明である」、「もっと事例を多く聞きたかった」などの声もいただきました。 
 
設問 4  今回の講座の感想 
 「実際に事業を手掛けている講師の話は理解しやすかった」、「体験談などを交えて聞きやすかっ
た」、「価値観・信念が明確に伝わってきた」など、先生の講義内容が素晴らしかったこと、また「考
えの視野が広がった」、「今後、仕事の中で活かしていけるものを学ぶことが出来て大変良かった」、
「自分の出来るリーダーシップの方向性のヒントをいただけた」など、多くのことを学び取ってい
ただけた様子が伺えました。最後に行われた講師の先生によるサックス演奏についても「大変すば
らしかった」「演奏を聴いて心が洗われた」など、楽しんでいただけた様子が伺えました。 
 
 
２）公開セミナー② IPW（専門職連携）に関する公開セミナー 
（１）概要 
タイトル：「多職種連携により認知症・地域包括ケアの困難事例に立ち向かう」 
日  時：2013 年 12 月 14 日（土）13 時 30 分～16 時 30 分 
講  師：遠藤 英俊 氏（国立長寿医療研究センター 内科総合診療部長） 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ：下山 久之 氏（同朋大学社会福祉学部 准教授）【社会福祉士】 
小島 千枝子（本学リハビリテーション学部言語聴覚学科 教授）【言語聴覚士】 
矢倉 千昭（本学リハビリテーション学部理学療法学科 准教授）【理学療法士】 
野田 由佳里（本学社会福祉学部介護福祉学科 准教授）【介護福祉士】 
山本 要子（本学看護学部 準教員）【看護師】 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：梅本 充子（本学看護学部 准教授） 
対象：保健、医療、福祉、心理、保育、教育、リハビリテーション、雇用、行政などの専門職者 
定員：200 名  参加：101 名    申込：123 名 
アンケート回収：83 件  
  
（２）参加者職業内訳（合計 101 名） 
 
 
 
 
 
 
福祉の専門職・・・介護支援専門員・介護福祉士 16 名、 
ケアマネージャー3名、 
社会福祉士 2名、相談員 2名他 
 
医療の専門職・・・看護師 14 名、理学療法士 1名、 
作業療法士 4名、言語聴覚士 1名、 
医療ソーシャルワーカー1名、 
歯科衛生士 1名他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）アンケート結果 
設問 1  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「多職種連携について、どのような問題があるのか、また、どのように乗り越えていけばよいの
かを学びたかった」、「多職種連携の具体的な方法を学びたかった」など、4割近い方が“多職種連
携”に強い関心を持って参加されたことが分かりました。また、「訪問介護サービス事業者として、
困難事例に対処する方法、経験談などを参考にしたかった」、「今後も増えると思われる認知症のケ
アについて学習するため」など、事例から具体的な方法を学んで職場に活かしたいと考えて参加さ
れた方が多いことも伺えました。 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
51％の方が「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」と回答されました。「シンポジウムで各職
種の立場から、現実的かつ論理的な意見を聞くことができた」、「多職種連携を進めていくために
必要なことが具体的に分かったことで、今、自分に足りていない点に気付くことができた」、「シ
ンポジウムを通して、専門職のそれぞれの立場から利用者（患者）へのアプローチが違うので、
それぞれの専門職の理解に努めながら話し合う姿勢が参考になった」という声が挙がりました。 
 
設問 4  今回の講座の感想 
アンケートの感想では、「遠藤先生のお話がとてもおもしろくて、楽しんで学ぶことができまし
た」、「連携についての概念を整理できたことが良かった」など、先生の講義内容が素晴らしかった
こと、また「多職種の方々の各々の立場からの意見が伺えよい学習ができた」、「シンポジウム事例
を使ってそれぞれの職種の意見や気付きが聞けて大変勉強になった」など、多職種連携について多
くのことを学び取ってもらえた様子が伺えました。 
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３）公開講座① 発達障がいに関する公開講座 
（１）概要 
タイトル：「発達障がいの特性の理解と支援」
日時：2013 年 6 月 15 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 
講師：和久田 学 氏（一般社団法人子ども発達科学研究所 浜松オフィス所長） 
対談者：大場 義貴（本学社会福祉学部社会福祉学科准教授） 
対象：一般の方 
定員：200 名  参加：213 名  申込：249 名 
アンケート回収：174 件  
  
（２）参加者職業内訳（合計 213 名） 
 
「学校関係者」の内訳 
幼稚園教諭 30 名
小学校教員 16 名
中学校教員 6 名
高等学校教員 2 名
大学教員 2 名
放課後児童クラブ指導員 13 名
相談員・スクールカウンセラー 3 名
特別支援学校 2 名
 
 
「保健医療福祉の専門職」の内訳 
保育士 19 名
看護師 10 名
助産師 1 名
就労継続支援事業所勤務 7 名
障がい者(児)福祉施設勤務 8 名
ひきこもり相談支援事業所勤務 4 名
老人福祉施設勤務 11 名
その他 9 名
 
 
（３）アンケート結果 
設問 1.  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「職場で発達障がいの子どもたちにどのような接し方や声掛けをしたらよいのかを考える手がかりに
したかった」、「発達障がいの知識を深め、スキルアップをしたかったので」、「発達障がいについて更なる
理解と支援の方法を学びたかった」など、現在、発達障がい児者とかかわる職場にいるため、知識を得て
今後に役立てたい、と考えている方が多かったほか、「和久田先生が講師だから」、「和久田先生から発達
障がいに関する最新の情報を得たかった」という、講師に対する期待の声も多く聞かれました。 
 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
84％の方が「達成できた」と回答しました。「期待していた以上に詳しい具体例や新しい知見
を聞けて、とてもためになった」、「困難を抱えている生徒への接し方が分かり、今後の対応に
ついて見通しが持てた」、「自分の関わり方が悪いのではと日々思っていたが、前に進もうという気持
ちになれた」など、参加者の方々の励みとなったことが伺える声が多く挙がりました。「達成できなか
った」と答えた方も、「短い時間で理解できるものではないので。もっと具体例が聞きたかった」な
どの前向きなご感想でした。 
 
 
設問 4  今回の講座の感想 
「楽しかった」、「とても分かり易くよく理解できた」、「時間を忘れて話に集中した」、「もっと先
生の話を聴きたかった」など、先生の講義内容が素晴らしかったこと、また、「視野が広がった」、
ることを増やしていきたいと思った」など、今後の障がい者支援の参考として多くを学び取っても
らえた様子が伺えました。 
 
 
４）公開講座② 健康長寿に関する公開講座 
（１）概要 
タイトル：「“健康で長生き”のための生活術」（全 3回） 
各回のテーマ・日時・講師： 
 第 1 回 第 2 回 第 3 回 
テーマ 
高齢期のセルフケアを 
楽しもう 
自力で歩き 
続けましょう 
認知症、寝たきりに 
ならないための生活習慣 
日付 11 月 11 日(月） 11 月 18 日(月) 11 月 25 日(月） 
時間 18：00～19：30 18：00～19：30 18：00～19：30 
講師 
社会福祉学部 
介護福祉学科 
杉山 せつ子 講師 
社会福祉学部 
介護福祉学科 
野田 由佳里 准教授 
社会福祉学部 
介護福祉学科 
中村 京子 教授 
対象：一般の方  
定員：各回 50 名 【全 3回延べ】参加：60 名  申込：78 名 
【第 1回】参加：23 名  申込：24 名  
【第 2回】参加：18 名  申込：26 名  
【第 3回】参加：19 名  申込：28 名  
アンケート回収： 
【第 1回】22 件 
【第 2回】17 件 
【第 3回】14 件 
 
「発達障がいの相互作用や支援方法が細かく理解できた」、「今回の講座を今後に活かせるよう努力
し、周囲にも啓発していこうと思った」、「この講座で学んだ事を支援の中でいかし、利用者のでき
学校関係
者
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３）公開講座① 発達障がいに関する公開講座 
（１）概要 
タイトル：「発達障がいの特性の理解と支援」
日時：2013 年 6 月 15 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 
講師：和久田 学 氏（一般社団法人子ども発達科学研究所 浜松オフィス所長） 
対談者：大場 義貴（本学社会福祉学部社会福祉学科准教授） 
対象：一般の方 
定員：200 名  参加：213 名  申込：249 名 
アンケート回収：174 件  
  
（２）参加者職業内訳（合計 213 名） 
 
「学校関係者」の内訳 
幼稚園教諭 30 名
小学校教員 16 名
中学校教員 6 名
高等学校教員 2 名
大学教員 2 名
放課後児童クラブ指導員 13 名
相談員・スクールカウンセラー 3 名
特別支援学校 2 名
 
 
「保健医療福祉の専門職」の内訳 
保育士 19 名
看護師 10 名
助産師 1 名
就労継続支援事業所勤務 7 名
障がい者(児)福祉施設勤務 8 名
ひきこもり相談支援事業所勤務 4 名
老人福祉施設勤務 11 名
その他 9 名
 
 
（３）アンケート結果 
設問 1.  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「職場で発達障がいの子どもたちにどのような接し方や声掛けをしたらよいのかを考える手がかりに
したかった」、「発達障がいの知識を深め、スキルアップをしたかったので」、「発達障がいについて更なる
理解と支援の方法を学びたかった」など、現在、発達障がい児者とかかわる職場にいるため、知識を得て
今後に役立てたい、と考えている方が多かったほか、「和久田先生が講師だから」、「和久田先生から発達
障がいに関する最新の情報を得たかった」という、講師に対する期待の声も多く聞かれました。 
 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
84％の方が「達成できた」と回答しました。「期待していた以上に詳しい具体例や新しい知見
を聞けて、とてもためになった」、「困難を抱えている生徒への接し方が分かり、今後の対応に
ついて見通しが持てた」、「自分の関わり方が悪いのではと日々思っていたが、前に進もうという気持
ちになれた」など、参加者の方々の励みとなったことが伺える声が多く挙がりました。「達成できなか
った」と答えた方も、「短い時間で理解できるものではないので。もっと具体例が聞きたかった」な
どの前向きなご感想でした。 
 
 
設問 4  今回の講座の感想 
「楽しかった」、「とても分かり易くよく理解できた」、「時間を忘れて話に集中した」、「もっと先
生の話を聴きたかった」など、先生の講義内容が素晴らしかったこと、また、「視野が広がった」、
ることを増やしていきたいと思った」など、今後の障がい者支援の参考として多くを学び取っても
らえた様子が伺えました。 
 
 
４）公開講座② 健康長寿に関する公開講座 
（１）概要 
タイトル：「“健康で長生き”のための生活術」（全 3回） 
各回のテーマ・日時・講師： 
 第 1 回 第 2 回 第 3 回 
テーマ 
高齢期のセルフケアを 
楽しもう 
自力で歩き 
続けましょう 
認知症、寝たきりに 
ならないための生活習慣 
日付 11 月 11 日(月） 11 月 18 日(月) 11 月 25 日(月） 
時間 18：00～19：30 18：00～19：30 18：00～19：30 
講師 
社会福祉学部 
介護福祉学科 
杉山 せつ子 講師 
社会福祉学部 
介護福祉学科 
野田 由佳里 准教授 
社会福祉学部 
介護福祉学科 
中村 京子 教授 
対象：一般の方  
定員：各回 50 名 【全 3回延べ】参加：60 名  申込：78 名 
【第 1回】参加：23 名  申込：24 名  
【第 2回】参加：18 名  申込：26 名  
【第 3回】参加：19 名  申込：28 名  
アンケート回収： 
【第 1回】22 件 
【第 2回】17 件 
【第 3回】14 件 
 
「発達障がいの相互作用や支援方法が細かく理解できた」、「今回の講座を今後に活かせるよう努力
し、周囲にも啓発していこうと思った」、「この講座で学んだ事を支援の中でいかし、利用者のでき
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（２）アンケート結果 
設問 1.  参加しようと思った理由、目的は何ですか？ 
「まだまだ元気でいたいと思い参加した」、「60 歳過ぎてから長く歩く事が少しずつできなくな
ってきた。今歩ける力を長く続けるにはどうしたらよいかと参加した」、「まわりの方々に迷惑をか
ける量を少なくしたいため」など、これからの生活を健康でよりよいものにするために参考にした
いという声が 8 割を占めました。また、「援助する側として、当事者がいかにセルフケアに取り組
むのかを知る事で今後の援助を良いものにしたい」、「デイサービスに勤務していますが、利用者様
がより快適に日々の生活を過ごされるようにと思い受講した」などのように、仕事に役立てたいと
言う声もありました。 
 
設問 2・3  目的は達成できましたか？ その理由 
「大いに達成できた」「ほぼ達成できた」との回答は、第 1回：71％、第 2回 76％、第 3回 79％
でした。第 1 回「日常生活の中で手軽にできるセルフケアを知ることができた」、「理論に基づ
いた具体的実施、手順、方法について理解でき、実行できると思った」など、具体的な事案が聞け
て分かりやすかったことについて満足の声が多かったです。第 2回「歩くことが楽しくなりそう」、
「無理せずに日常の歩行の意識を持つことの大切さが勉強になった」など、楽しく具体的に日々の
体の動かし方を学ぶことができた様子が伺えました。第 3 回「筋トレ、脳トレ、色々なトレーニ
ングを教えて頂き、心身共に健康な一生を送りたいと思った」、「老年症候群の理解と健康寿命を上
げるための知識を知ることができた」など、具体的に知識を得ることができ、今後実践できること
について満足度の高い声が多く聞かれました。 
 
設問 4  今回の講座の感想 
第 1回「先生のお話が楽しくビデオも見て、音楽も聞き楽しい時間でした」、「家で実践できると
思える有益な講座だった」第 2回「体の動かし方が分かった、日々の健康管理に役立てたい」、「楽
しかった」、「仕事に役立てたい」第 3 回「大変細かいことまで指導されて良かった。資料を参考に生
活に取り入れていきたい」、「先生のお話がとても分かり易く、楽しく聞かせて頂きました」など、多
くの参加者の方から満足度の高い感想をいただきました。 
No 主催 内容 担当
1 静岡県西部西部糖尿病看護研究会
第24回静岡県西部糖尿病研究会
テーマ：バンデューラ“自己効力理論”の看護へ
の応用
対象：糖尿病看護に関心のある看護師
看護学部
　木下幸代　教授
2 医療法人社団 白梅会
職員対象勉強会
テーマ：身体拘束廃止について
対象：施設職員
看護学部
　野崎玲子　准教授
3 好生会　三方原病院
院内研修会「人格障害の看護」
テーマ：パーソナリティー障害の特徴的な行動と
その理解の方法
対象：精神科看護師・PSW・心理士ほか
看護学部
　清水隆裕　助教
4 特例社団法人日本精神科看護技術協会　静岡支部
研修会「看護研究の基礎知識」
テーマ：看護研究の取り組み方、論文の書き方、
発表の仕方
対象：精神科看護師
看護学部
　清水隆裕　助教
5 医療法人社団 種光会朝山病院
看護事例検討会
テーマ：事例検討の書き方・発表方法について
対象：院内看護師
看護学部
　清水隆裕　助教
6 聖隷三方原病院
院内研修会「精神力動的な疾患の理解と看護」
テーマ：精神病とパーソナリティー障害の心のあ
り方
対象：精神科看護師ほか
看護学部
　清水隆裕　助教
7 医療法人社団 リラ溝口病院
院内研修会
テーマ：精神科看護者として大切なこと
対象：看護師・看護助手
看護学部
　清水隆裕　助教
8 好生会　三方原病院
精神看護の講演会
テーマ：精神看護の基本となるもの<認知症を含
む>
対象：精神科看護師
看護学部
　清水隆裕　助教
9 静岡大学
静岡大学教員免許状更新講習
テーマ：養護教諭の専門性
対象：養護教諭
看護学部
　高橋佐和子　助教
10 御殿場市教育研究会
御殿場市学校保健部会・学校保健講演会
テーマ：養護活動の記録と評価
対象：御殿場市内の小中学校養護教諭
看護学部
　高橋佐和子　助教
11 聖隷福祉事業団　厚生園
磐田市幼稚園保育園主任者研修会
テーマ：子どもの発達を理解する～正常発達の子
どもの発達を学ぶ～
対象：磐田市の幼稚園保育園教諭
社会福祉学部
社会福祉学科
　藤田美枝子　教授
12 保育制度を考える会・浜松
第5回学習会
テーマ：子ども子育て新制度で浜松の保育はどう
なる？児童養護と保育園の役割
対象：保育関係者
社会福祉学部
社会福祉学科
　藤田美枝子　教授
　　 当センターが窓口となり、静岡県内で実施した講師等派遣の一覧です。
※担当教員の所属・職位は2013年度当時
１）専門職対象
３. 研修会講師等派遣
第１回 第２回 第３回
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